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在住功労

現に50年以上本町に在住し、年齢77歳を超え、長年にわたり福祉向上や産業の振興に

努められたとともに、地域発展のために貢献した方（50音順）
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平成16年10月に町教育委員に任
命され、令和２年10月に退任するま
で、４期16年もの長きにわたり、本
町の教育行政の推進に尽力された。

社会功労 多年にわたり地域医療、教育行政、社会福 
祉事業に寄与し、功労のあった方

町長から一人ひとりに表彰状を贈呈

江　口　佑　子

長年にわたりさまざまな芸術文
化に取り組み、中でも紙粘土によ
る人形制作では北海道知事賞をは
じめとする数々の賞を受賞するな
ど、地域文化の発展振興に貢献さ
れた。今後もさらなる活躍が期待される。

文化奨励賞 本町の文化振興・発展に貢献し、将来が嘱
望される個人・団体
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昭和60年に設立し、
36年にわたり精力的な
創作活動を続け、芸術
文化の進展に貢献され
た。今後もさらなる活躍が期待される。
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令
和
３
年
度
弟
子
屈
町
表
彰
式
が
11
月
３
日
、町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
表
彰
は
、町
の
行
政
・
経
済
・
産
業
・

文
化
な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、
町
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状
・
記
念
品
な
ど
を
贈
呈
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
も

の
で
、
今
年
で
38
回
目
。こ
れ
ま
で
に
２
千
４
７
６
人
と
19
団
体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。ま
た
今
年
度
は
、
町
総
合
文
化
祭
芸
能
発
表
会
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
例
年
同
会
で
実
施
し
て
い
た
弟
子
屈
町
文
化
奨
励
賞
表
彰
式
も
合
同
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　今
年
度
の
功
労
賞
は
、
自
治
功
労
を
１
人
、
社
会
功
労
を
１
人
、
善
行
表
彰
を
２
人
と
１
団
体
、
在
住
功
労
を
１
０
１
人
が
受
賞
。文
化
奨
励

賞
は
１
人
と
１
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。式
で
は
、德
永
町
長
と
岩
原
教
育
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
・
表
彰
盾
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。受

賞
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）
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善行表彰 町民の模範となる善行のあった方および
公益のため多額な私財を寄附した方

受賞者の皆さん

開成建設工業 株式会社

代表取締役　小　澤　慎　司

会社設立50周年を記念し、現金約
3,000,000円を町の発展のために役立
ててほしいとして寄付された。

濵　田　優　貴

計現金１０,０００,０００円を町の環境保
全、産業の振興に役立ててほしいと
して寄付された。
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ark

自身の著書である図書（計
1,210,000円相当）を町内小中学校お
よび高等学校で環境教育に活用して
ほしいことと、住んでいる町が素晴
らしいところであるということを認
識するのに役立ててほしいとして寄付された。

岩　﨑　義　人

平成20年11月から令和２年11月ま
で、３期12年に渡り町議会議員に在
任し、町議会並びに地方議会の発展
に貢献された。平成28年11月からは、
釧路北部消防事務組合議会議長に就
任され、安心・安全な住民生活の増進に寄与された。

自治功労 多年にわたり町政の振興発展に寄与し、功
労のあった方


